
令和２年７月吉日 

 

お客さま各位 

 

大川信用金庫 

 

インターネットバンキングの不正送金について 

 

拝啓 猛暑の候、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、

厚く御礼申し上げます。 

 さて、標記の件におきまして、最近、金融機関を装ったフィッシング（※１）による不正送

金の被害が急増しております。このフィッシングによる最近の手口としては、下記

のような事例などがあり、巧妙な手口となっています。 

つきましては、不正送金の被害に遭わないためにも不審なショートメッセー

ジ（ＳＭＳ）やメールは開封されないこと、万が一開封された場合でも記載の

ＵＲＬ（※２）にアクセスされないようお願いいたします。 

また、ご不明な点などありましたら、当金庫業務統括部（０９４４－８６－６９１２）まで

ご連絡下さい。 

敬具 

記 

 

●最近のフィッシング事例 

①ショートメッセージ（ＳＭＳ）やメールからフィッシングサイトへ誘導され、 

ＩＤやパスワードを盗み取られる事例  

 



②正規サイトと誤認させるため、フィッシングサイトのＵＲＬに  

「ｈｔｔｐｓ：／／」から始まるものが使用される事例 

 

 

③フィッシングサイトにおいて、ＩＤやパスワードだけではなく、ワンタイム  

パスワード（※３）を入力させ、不正送金を行う事例 

 

 

 

以上 

 

（※１）フィッシング・・・ＩＤやパスワードのような個人情報を詐取すること。 

 

（※２）ＵＲＬ・・・インターネット上のファイルの住所（例：http://www.aaaa.com 等） 

 

（※３）ワンタイムパスワード・・・ハードウェアトークンに表示される６桁の数字のこと 


